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候も概ね穏手日・温暖である o [小浜市役所ホームページ概要 2011108/1更新]
西津地区は人口3，362人・世帯数1，338世帯の、東は天ケ城1Jから南方に延びる校峰で限られ、








































に分かれていて、安置されている地蔵像は f37体jと地蔵盆会場は f31笛所jである O 地区の数
より地蔵像の数が多いのは、 l体/1玄ではなくて例えば下竹原i乏などは地区の辻々に安置して
合計6体であると言われる o [悲狭おばま食文化舘資料マップ:2010/8/23日作成] [写真4] 
il津での地蔵盆の主体となるのは、組織的につくられた「子ども組lJの存在であり、少子化
とはいえ、現在でも西津でこの地蔵盆に関しては子供達がi中心で行われている O その形態とし






























さらに準備で、 f行灯J[写真9]ゃ「五色幡jをやはり 1週間前ぐらいから用意をする or行灯]
にはアニメ漫画などを描き、「五色i播j は白地に黄・赤・緑・青の)@[で、!~I!í り付けた和紙に、墨書
で「南無地蔵大菩薩Jと書いである O 幡づくりで墨書だけは親の仕事の場合もある O
この後は、 21・22日に「お堂Jを組み立てる O この部材は各[1町会が会館とか倉庫を持っていて、









地蔵盆祭場の「お堂jや f会館jの前には竹笹(大きいのは 5~ 7 m)取り付けられて、こ
の竹笹に f行灯jや「五色幡j、五色幡よりさらに大きな「白い幡jが取り付けられる O 自!幡に
は大将や中将がそれぞれの直筆で「南無地蔵大菩薩Jと各自の名前を書き込んで「大将i幡j[写

















101寺i索と午後の 31時頃には、子どもたちに「おやつjが出る O 夕方から夜にかけて、「念仏j

















主としての行事であると言う事である O さらには、少子高齢化という i時代背景から、この伝統
行事の衰退を危ぶんで地域住民の積極性を高揚させようという事も隠れた目的の一つである O
「地蔵盆コンテストjの審査内容は、地域連合の役員数名により、数項iヨで採点を行うというも













































8 )=]191:1 (金)13: 00から、子供会と慶寿会により飾り物(祭壇のj貴子や蝋燭立て等々)の真
鍛磨きを行う(磨くとピカピカになるので子供達が一生懸命なので、子供の担当になっている)。




10 : 00からは、小学子供会の世話で、子ども遠に「おやつJが振舞われるo15 : 00から、組
長-京口クラブにより i提灯部[iりJを、京仁iクラブと婦人会により「売庖準備jを設営する O
18 : 00からは「売);'5を開始jして、ジュースやビール、かき氷、焼きそば、焼き鳥、当日のお




れ、 10:00からは、 f!をj、労会準備uを婦人会で行い、 11: 30から、役員・組長・各団体の方々によ











県小浜市尾崎の地蔵盆 m 新たに生まれた地蔵盆行事-J [宇野田 2003ト「地縁Ij~祭詑の様態










とある o [木IlJ奇 1974 : 199] 
また、明和四 (1767)年に記された『稚狭考jの記述には
廿四日地蔵を祭る、此13を俗にうらぽんといへり o iJ三日夜地蔵をまつる所、 JtJ京IlIT. 
大蔵小路-新町ことに甚し O 香花をそなへ、仮山水をさまへ結構す。この事三十年来次第
に増長繁華す。昔は隣IllT又は往来の人に銭を乞て小児の祭りし事なり
とある o [板屋 1974 : 641J 



























































































井上頼寿翁の『京都民俗志jにも、昭和 8年 (1933) に出た出版には、「習俗jの項に「地蔵
尊を彩色するJという章があって「京都の街で、町内に配る地蔵尊を地蔵盆に白く全体を塗り、
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変わるとされる 6種の世界。六趣(ろくしゅ)ともいう O 地獄-餓鬼・畜生・修羅(fl可修



















































15 I'i号室;船(しようらいぶね)送り 8)j 15日に行われる、竹やわらで編んだ精霊船を海に流し、
供養をする盆の'恒例行事。若狭湾の小浜市甲ケ IJ奇地区や美浜市管浜地区と舞鶴市小橋地区が有
名である O
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夫. .I~~ iJHI東一・ jJE野忠雄・ i主i分直ーらが!専
物館提示において顕彰されているのに;妾し、
日本の人類学に対する海外評価のー端に触
れた o ]~~~ i安に接した、国分の文j市が台湾大
学 I~I 書館に設けられているのには感慨を深
くした O


























いる O 日本民族学会編 rEI本民族学の回顧
と展望j(1966) を合わせ読むことによりこ
の100年の日本の人類学が跡付けられる O
(佐野賢治)
A5判 774頁 関西学院大学出版会
2011年8月干
